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あとがき
９月号の本誌特集でとりあげました酵素補充療法はほんの一例ですが，神経疾患に対
する治療の進歩は目を見張るものがあります。本特集号のギラン・バレー症候群も，
久々の新薬としてエクリズマブの医師主導治験が進行中です。私が医師になりたての頃
は，神経内科で使える薬というとベーシックな抗パーキンソン病薬や副腎皮質ステロイ
ド薬のほかは抗てんかん薬かビタミンB くらいで，昨今の学術大会のように10指に
余るスポンサードセミナーが毎日催される状況は想像もできませんでした。さらに数年
前の話をします。私は母校が御茶ノ水にあり，講義をエスケープして駿河台界隈を歩い
ていますと，明治大学をはじめとする私学の構内・構外に乱立する立看板（今はもう死
語でしょうか）がいやおうなしに目に入りました。学園紛争の山場は既に過ぎた時代で
したが，「産学協同」ということばは「米帝」「日帝」（これも立派な死語ですね）と同
じようなレベルで，ゲジゲジのように否定的に扱われていたのを思い出します。今や創
薬の世界では「産学連携」は国のスローガンの１つであり，誰も疑念を抱かないお題目
になっているのとは今昔の感があります。新たな治療法の開発は難病患者の相当部分を
担当する神経内科医として最大の使命の１つです。産との密接なやり取りはこれからも
大いに推進されるべき事項であろうと思います。
ここまでは前置きです。拙文をお読みの先生の中には，企業から講演を依頼される際
にスライドの事前チェックを要求された経験をお持ちの方がいらっしゃると思います。
私自身はこの要求は極めて非礼なものと捉えていますが，医師側からまとまった反論の
声が聞こえてこないのが不思議です。単なる薬の拡販にすぎないような講演は論外とし
て，見識のある専門家からの疾患の病態生理の概説，薬の使い分けのtipsなどは臨床
家にとって非常に重要な情報源です。このような専門家の発表スライドを事前にチェッ
クする，挙句の果てには書き換えを要求するなど言語道断であり，これからも異議申し
立てと抵抗を続ける必要があると私は考えますが，読者の先生方はどうご判断になるで
しょうか。かつて「産学協同」が忌み嫌われた背景には，アカデミアが産業の意思に無
批判のうちに寄り添ってはいけない，academic freedomを常に堅持しなければならな
いという確固たる信念があったように思います。私が山口に移って11年になり，県内
の講演会の内容・演者をコントロールする立場にあります。地方では，企業のバック
アップで成立する質の高い講演会はその地の神経内科の水準向上に欠かすことができま
せん。産の力を適切に借りながらacademic freedomを維持し，かつ神経内科診療の水
準を向上させる。三兎を追う努力はまだまだ続けなければいけないと思っています。
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『BRAIN and NERVE』誌 読者アンケート用紙

日ごろよりご愛読いただきありがとうございます。今後の誌面充実のためご意見をお寄せください。ご回答いただいた

方の中から抽選で図書カードを進呈いたします。

FAX：03-3815-7802 医学書院「BRAIN and NERVE」編集室宛 計１枚

１．当てはまるものに○をつけてください（年齢，ご所属，ご専門）

■ご自身について

１）年 齢 ａ．20代 ｂ．30代 ｃ．40代 ｄ．50代 ｅ．60代

２）ご 所 属 ａ．大学 ｂ．勤務医 ｃ．開業医 ｄ．研究機関 ｅ．その他（ ）

３）専門領域 ａ．神経内科 ｂ．脳神経外科 ｃ．リハビリテーション科 ｄ．基礎領域

ｅ．その他（ ）

■雑誌について

４）読みやすさ（全体の印象)

非常によい

５ ４

普通

３ ２

非常に悪い

１

５）価格

高すぎる

５ ４

内容相応

３ ２

安い

１

２．現在購読されている雑誌名をご記入ください。

３．これまでに弊誌で掲載した特集，論文・連載などのなかで，印象に残るものがございましたらご記入ください。

４．弊誌に対するご意見，ご要望（取り上げてほしいテーマなど），現在ご興味のあるトピックスなどございましたらご

記入ください。

ご 芳 名：

ご 連 絡 先：

＊ご記入いただいた個人情報は，アンケート記念品の発送および新刊案内の送付等に使用させていただきます。なお詳しくは弊社ホームペー

ジ（http://www.igaku-shoin.co.jp）収載の個人情報保護方針をご参照ください。
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